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国
保
中
央
会
を
は
じ
め
、
国
保
関
係
９
団
体

主
催
に
よ
る
国
保
制
度
改
善
強
化
全
国
大
会
が
、

11
月
15
日
東
京
都
「
砂
防
会
館
（
別
館
１
階

シ
ェ
ー
ン
バ
ッ
ハ
・
サ
ボ
ー
）」
で
開
催
さ
れ
た
。

主
催
者
挨
拶
に
立
っ
た
大
西
国
保
中
央
会
会

長
（
高
松
市
長
）
は
、　

平
成
30
年
度
か
ら
施
行

さ
れ
た
新
国
保
制
度
が
将
来
に
わ
た
っ
て
持
続

可
能
な
も
の
と
な
る
よ
う
「
国
は
毎
年
３
４
０

０
億
円
の
公
費
投
入
を
確
実
に
実
施
す
る
と
と

も
に
、
生
活
保
護
受
給
者
の
国
保
等
へ
の
加
入

に
つ
い
て
は
国
保
財
政
を
悪
化
さ
せ
る
恐
れ
が

あ
る
こ
と
な
ど
か
ら
、
一
貫
し
て
反
対
す
る
」

と
強
く
訴
え
た
。

ま
た
、
深
刻
さ
を
増
し
て
い
る
医
療
・
保
健
・

介
護
の
人
材
不
足
や
地
域
偏
在
の
問
題
に
つ
い

て
は
「
早
急
に
総
合
的
な
措
置
を
講
じ
る
と
と

も
に
、
公
立
病
院
等
の
医
療
提
供
体
制
を
確
保

す
る
た
め
十
分
な
支
援
策
を
講
じ
て
い
た
だ
き

た
い
」
と
強
調
し
た
。

さ
ら
に
は
「
国
保
総
合
シ
ス
テ
ム
は
国
保
運

営
の
基
幹
シ
ス
テ
ム
で
あ
り
、
市
町
村
等
保
険

者
に
追
加
的
な
財
政
負
担
が
生
じ
な
い
よ
う
、

国
の
責
任
に
お
い
て
必
要
な
財
政
措
置
を
講
じ

て
い
た
だ
く
こ
と
が
不
可
欠
で
あ
る
」
と
述
べ

た
。続

い
て
、
福
岡
厚
生
労
働
大
臣
、
古
川
総
務

大
臣
政
務
官
、
田
村
自
由
民
主
党
政
務
調
査
会

長
代
行
（
元
厚
生
労
働
大
臣
）、
山
井
立
憲
民
主

党
ネ
ク
ス
ト
厚
生
労
働
大
臣
の
来
賓
挨
拶
の
あ

と
議
事
に
入
り
『
医
療
保
険
制
度
の
一
本
化
を

早
期
に
実
現
す
る
こ
と
』
な
ど
全
12
項
目
の
決

議
（
別
掲
）
を
満
場
一
致
で
採
択
し
た
。

大
会
終
了
後
に
は
決
議
事
項
の
早
期
実
現
方

を
要
請
す
る
た
め
、
国
保
中
央
会
の
編
成
に
よ

る
代
表
陳
情
（
自
由
民
主
党
班
）
に
、
本
会
の

髙
樋
理
事
長
（
黒
石
市
長
）
並
び
に
坂
本
県
国

保
運
協
連
絡
会
長
（
八
戸
市
国
保
運
協
会
長
）

が
参
画
す
る
と
と
も
に
、
本
県
選
出
国
会
議
員

に
対
し
て
髙
樋
理
事
長
（
黒
石
市
長
）
を
先
頭

に
要
望
活
動
を
展
開
し
た
。

医
療
保
険
制
度
一
本
化
の

医
療
保
険
制
度
一
本
化
の

早
期
実
現
な
ど
を
決
議

早
期
実
現
な
ど
を
決
議

国
保
制
度
改
善
強
化
全
国
大
会
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決

議

本
日
こ
こ
に
、
全
国
の
国
民
健
康
保
険
関
係
者
が
一
堂
に
会
し
、
国
民
健
康
保
険
が
直
面
す
る
諸
問
題
の
改
善
を
期
し
て
、
国
保
制
度
改
善
強
化
全
国
大
会
を

開
催
し
、
慎
重
審
議
し
た
結
果
、
次
の
と
お
り
満
場
一
致
こ
れ
を
採
択
し
た
。

国
は
、
国
民
健
康
保
険
制
度
の
現
状
を
踏
ま
え
、
次
の
事
項
を
必
ず
実
現
さ
れ
る
よ
う
本
大
会
の
総
意
を
も
っ
て
強
く
要
望
す
る
。

記

一
、
医
療
保
険
制
度
の
一
本
化
を
早
期
に
実
現
す
る
こ
と
。

一
、
国
保
の
財
政
基
盤
強
化
の
た
め
の
公
費
投
入
の
確
保
を
確
実
に
実
施
す
る
と
と
も
に
、
保
険
者
努
力
支
援
制
度
等
が
有
効
に
活
用
さ
れ
る
よ
う
、
適
切
な
評

価
と
財
政
支
援
の
充
実
を
図
る
こ
と
。

一
、
普
通
調
整
交
付
金
が
担
う
自
治
体
間
の
所
得
調
整
機
能
を
今
後
も
堅
持
す
る
と
と
も
に
、
生
活
保
護
受
給
者
の
国
保
等
へ
の
加
入
の
議
論
に
つ
い
て
は
、
見

直
し
を
行
わ
ず
国
と
し
て
の
責
任
を
果
た
す
こ
と
。

一
、
被
用
者
保
険
の
適
用
拡
大
の
検
討
に
当
た
っ
て
は
、
国
保
の
安
定
的
な
財
政
運
営
を
確
保
し
、
保
険
者
機
能
を
堅
持
す
る
と
い
う
観
点
を
踏
ま
え
る
こ
と
。

一
、
医
療
・
保
健
・
介
護
人
材
の
確
保
や
地
域
偏
在
の
解
消
の
た
め
総
合
的
な
対
策
を
講
じ
る
と
と
も
に
、
公
立
病
院
等
の
医
療
提
供
体
制
を
確
保
す
る
た
め
、

十
分
な
支
援
策
を
講
じ
る
こ
と
。

一
、
医
療
費
助
成
に
係
る
地
方
単
独
事
業
の
国
庫
負
担
減
額
調
整
措
置
を
す
べ
て
廃
止
す
る
と
と
も
に
、
こ
ど
も
の
医
療
費
助
成
に
係
る
全
国
一
律
の
制
度
の
創

設
及
び
こ
ど
も
に
係
る
均
等
割
保
険
料
（
税
）
の
軽
減
制
度
の
拡
充
を
行
う
こ
と
。

一
、
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
金
制
度
に
つ
い
て
は
、
国
の
責
任
に
お
い
て
、
国
民
の
理
解
が
十
分
得
ら
れ
る
よ
う
分
か
り
や
す
く
丁
寧
な
周
知
、
広
報
等
を
行
う

と
と
も
に
、
国
保
の
運
営
に
支
障
を
及
ぼ
す
こ
と
が
な
い
よ
う
必
要
な
財
政
措
置
を
確
実
に
講
じ
る
こ
と
。

一
、
国
保
総
合
シ
ス
テ
ム
は
、
国
保
運
営
の
基
幹
シ
ス
テ
ム
で
あ
り
、
そ
の
開
発
や
運
用
に
当
た
っ
て
は
、
市
町
村
等
保
険
者
に
追
加
的
な
財
政
負
担
が
生
じ
な

い
よ
う
、
国
の
責
任
に
お
い
て
必
要
な
財
政
措
置
を
確
実
に
講
じ
る
こ
と
。

一
、
国
保
連
合
会
が
地
方
自
治
体
の
医
療
・
保
健
・
介
護
・
福
祉
業
務
支
援
の
役
割
を
十
分
に
果
た
せ
る
よ
う
、
必
要
な
措
置
を
講
じ
る
こ
と
。

一
、
国
民
の
健
康
保
持
・
増
進
及
び
医
療
費
適
正
化
に
向
け
Ｋ
Ｄ
Ｂ
シ
ス
テ
ム
の
更
な
る
活
用
を
進
め
る
た
め
、
制
度
的
役
割
の
拡
充
を
図
る
と
と
も
に
シ
ス
テ

ム
更
改
等
に
係
る
財
政
措
置
を
講
じ
る
こ
と
。

一
、
医
療
・
介
護
Ｄ
Ｘ
の
推
進
に
当
た
っ
て
は
、
地
方
の
意
見
を
十
分
に
踏
ま
え
る
と
と
も
に
、
国
の
責
任
に
お
い
て
マ
イ
ナ
保
険
証
の
利
用
を
促
進
し
、
従
来

の
保
険
証
の
廃
止
に
伴
う
追
加
的
な
事
務
に
対
し
て
必
要
な
支
援
を
講
じ
る
こ
と
。

一
、
国
民
健
康
保
険
組
合
の
健
全
な
運
営
を
確
保
す
る
こ
と
。

右　

決
議
す
る
。

令
和
六
年
十
一
月
十
五
日

国
保
制
度
改
善
強
化
全
国
大
会


